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次　回
11月16日の
例　会

ROTARY : 
MAKING A DIFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす

★東山荘講堂
★12 ： 30点鐘
★地区大会に参加して
　地区大会参加者

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　今月は財団月という事で月初めより神谷財団委員長にご担当で財団のお話をして頂き
ます。毎年地区目標として１人150＄の要請がありますが御殿場では基本的には任意の
寄付であるという考え方か、ずっと10,000円で来ているようです。誰が地区とのやりと
りの中で根負けして値上げする会長となるか楽しみにしています。
　今までまるで知らなかった財団の事ですが、今年になりいろいろ発見することができました。財団とは大き
く地区補助金とグローバル補助金とに分けて資金を提供しているとの事、前者は地元や海外で財団の使命に
沿った短期の活動などに活用できる補助金であり、後者はロータリアンのみならず地元の人も積極的に参加す
る様な大規模プロジェクトに対する補助金です。
　今年度も御殿場クラブでは地区資金を申請して青少年交流の家のオープンハウスでの「未来への手紙」を青
少年奉仕委員会の主導の下で実施しました。そしてそれに地区補助金を例年にならい申請し、経費の約半額を
配分してもらいました。
　地区での資金の配分方法にもルールがあり、総事業費の50％以内、20名以下のクラブは
上限10万円、21名以上50名以下は20万円、51名以上は30万円などで、全体が地区の予算
をオーバーした時には申請額に比例して減額する事になっています。ちなみに昨年2016－
17年度には申請額は1,189万円あり配分されたのは951万円でした。その中でも大きなも
のでは富士山吉原クラブの奨学金で事業額152万円、補助金額24万円でした。
　本日の挨拶は神谷委員長のお話と重複するところが有りましたらご容赦願います。

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶 勝 又 　 洋

11/2の出席報告

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。
61名 55名 49名 89.09％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

秋田　敬君・林　準君・林　則夫君 
井上　元君・山口幸男君・山内強嗣君

欠席者（６名）

第2493回　例会プログラム

会　員　慶　事

●結婚記念日／11月９日　滝口喜徳君　けい子様　ご夫妻
　　　　　　　11月12日　水口正宏君　伸子様　ご夫妻
●皆　出　席／11月２日　土屋闊正君（ロータリー歴35年）
　　　　　　　11月８日　池谷正徳君（ロータリー歴５年）

●例　会　場／富士スピードウェイ
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／企業訪問（富士スピードウェイ）
　　　　　　　職業奉仕委員会

●例
●開
●ロ
●内
　　

国際ロータリー
第2620地区

週報御殿場
ロータリー
クラブ

http://www.gotemba-rc.gr.jp/



勝又　　洋
秋田　悦夫
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国際ロータリー第2620地区

司　会
長谷川雅也君

ソングリーダー
大胡田明寿君

出席報告
芹澤隆博君

会員誕生日
芹澤隆博君　　根上眞一君

皆出席
芹澤隆博君(４年)
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10月11日
10月13日
10月14日
10月14日
10月14日
10月14日
10月14日
10月14日
10月14日
10月14日

長 泉 R C
裾 野 R C
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス

山﨑伊久雄君
田代　博久君
橋本　喜市君
梶原　一正君
勝又　英男君
勝又　　誠君
勝又　重春君
勝又　安彦君
根上　眞一君
芹澤　隆博君

10月14日
10月14日
10月14日
10月14日
10月19日
10月19日
10月19日
10月24日
10月30日

オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス
E ク ラ ブ
バ ン コ ク R C
E ク ラ ブ
E ク ラ ブ
E ク ラ ブ

鈴木　榮一君
戸栗　太平君
豊山　　篤君
臼井　良太君
秋田　　敬君
井上　　元君
若林　洋平君
斎藤　　衛君
斉藤　礼志君

10/19のメーキャップ

　国際ロータリーロータリー財団は非営利団体で、
ロータリアンはじめ、より良い世界を築こうとす
る志を分かち合う、財団支援者の自発的な寄付の
みで支えられています。
　国際ロータリーの目的を推進するための単独の
信託機関です。全資産を維持、投資、管理、運営
しています。
　財団の使命は、ロータリアンが、世界で健康状
態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済す
ることを通じて、世界理解、親善、平和を達成で

きるようにすることです。
　財団の運営は管理委員会の下で行われ、財団は
ＲＩに報告の義務があります。構成メンバーは
15名。ＲＩ会長が理事会の承認を得て、管理委
員を任命、そのうち４名はＲＩの元会長です。管
理委員長はＲＩ元会長から選出されるのが慣例で
す。管理委員の資格は、Ｒ財団細則で定め、任期
は４年。
　ポリオ撲滅など人道支援を推進している財団は、
国際ロータリーの組織の中でその比重が増してお
り、財団管理委員長はＲＩ会長と別に重点項目を
発表。財団の活動プログラムを利用する委員会は
財団の基本的な活動方針に基づいた計画、実施が
望まれる。
　財団の標語は「世界でよいことをしよう」です。
財団の設立以来100年間、「世界中でよいことを
してきた100年」の財団です。
　財団の使命が必要のない世界には程遠い時代で
すが、使命が必要な時代に皆様のご協力をお願い
いたします。

神 谷 高 義 君

「世界中でよいことをしてきた100年」
  ロータリー財団　100年の歴史

ロータリー財団委員長

大胡田明寿


